
組織診断サービス

人が育たない。部門が動かない。改善が続かない。

その原因を、感覚ではなく数値と構造で明らかにします

組織診断から、改善施策・研修・定着支援まで。組織が自ら成果を上げ続けるための第一歩です
。

このような組織の症状はありませんか？

人材の問題

● 採用しても定着しない
● 若手が戦力化しない
● 技能やノウハウが継承されない

● 管理職が部下を育てられない

組織運営の問題

● 方針が現場に伝わらない
● 部門間の連携が悪い
● 報連相が十分に行われない
● 会議が決定・実行につながら

ない

成果の問題

● 残業や手戻りが減らない
● 品質ばらつきやクレームが続く

● 改善活動が長続きしない
● 売上・生産性が伸びない

表面上の症状だけを消しても、根本の原因を直さないと問題は解決しません

例えば「若手が育たない」という症状の背景には、複数の原因が隠れていることがあります。

表に見える症状

●若手が育たない
●部門が動かない
●改善が続かない

背景にある原因

●役割の曖昧さ／育成時間不足
●成長基準の未共有
●質問しにくい職場風土

最短の打ち手

●重点課題を絞る
●研修･制度･運用へ接続
●行動の定着まで支援

原因を見誤ると、研修も施策も「やりっぱなし」になります。組織診断は、改善の入口で原因を見える化します。

“経営創研の組織診断”ができること

1
見えない課題を可視化
社員の認識を集め、組

織状態を数値化

2
部門別・職層別に分析
全社平均では見えない

違いを発見

3
改善の優先順位を決定
何から手を打つべきか

を整理

4
研修･制度･運用へ接続
管理職研修、OJT、会

議改善へ

組織の問題を、「社員の意識の問題」で終わらせない

診断で原因をつかみ、行動が変わる具体策へつなげます

まずは、貴社の困りごとをお聞かせください
経営創研研修チーム

03-6661-3410 受付 10:00–17:00（土・日・祝日除く）
Mail: info@keieisoken.co.jp



組織診断サービス

診断で、何が見え、どう改善につなげるのか

9つの領域を部門別・職層別に分析し、改善の打ち手まで具体化します。

組織を9つの領域から総合的に診断します

方向性 課題面 構造・制度

経営資源 人材 文化・風土

マネジメン
ト

業績面 活力面

この9領域を、部門別・職層別に比較することで、
「どこが詰まっているか」「何から手を打つべきか」
を明確にします。

9領域で見る主なポイント

● 方向性：理念・方針・目標が現場の判断に結びつくか

● 課題面：問題を先送りせず改善を学びに変えられるか

● 構造・制度：役割・責任・権限・手続きが機能するか

● 経営資源：設備・IT・情報・ノウハウが活用されるか

● 人材：能力と主体性が高まり、学び合えるか

● 文化・風土：意見・情報・挑戦が共有されるか

● マネジメント：対話・評価・育成で職場を前に進めるか

● 業績面：顧客価値と成果の再現性があるか

● 活力面：達成感・成長実感・挑戦意欲があるか

診断から改善までの流れ

1
事前打合せ

目的・対象者・
分析区分を確認

2
社員アンケート

→81設問を7段
階で回答

3
集計・分析
9領域を部門別
・職層別に分析

4
結果報告

強み・問題点・
改善方向を提示

5
ヒアリング

数値の背景にあ
る原因を深掘り

6
改善提案

研修・制度・運
用改善へ接続

診断事例：同じ会社でも、部門ごとに必要な施策は異なります

A部門

安定運営だが、中立層が厚い。
改善方向：重点課題の明確化／
目標連動／会議改革

B部門
方向性への納得感が弱く、活力
・実行力に課題。
改善方向：方針再提示／期待行
動明文化／1on1導入

C部門
高水準だが、違和感層と負荷偏
りに注意。
改善方向：成功モデル標準化／
負荷平準化／若手支援

診断後にご提供するもの

● 組織全体の診断サマリー
● 9領域の評価結果
● 部門別・職層別の比較分析
● 組織の強みと問題点
● 優先課題と改善の基本方針
● 改善ロードマップ（オプション）

経営創研の強み

● 診断だけで終わらない：研修・改善施策へ接続
● 企業ごとに分析：業種・規模・組織構造に対応
● 人と仕組みの両面から考える：意識だけにしない
● 改善の定着まで支援：必要に応じてフォロー

まずは、貴社の困りごとをお聞かせください
03-6661-3410 受付 10:00–17:00（土・日・祝日除く）

Mail: info@keieisoken.co.jp
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